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ࠉ
習
志
野
で
も
、
高
度
成
長
期
に
街
の
発
展
と
と
も
に
多
く
の
団

地
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
香
澄
団
地
、
秋
津
住
宅
公
団
海
浜
団
地
、

袖
ヶ
浦
団
地
、
谷
津
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
、
大
久
保
団
地
、
谷
津
遊
園

ハ
イ
ツ
、
海
浜
谷
津
団
地
と
大
型
団
地
が
幾
つ
も
建
設
さ
れ
、
市

民
の
受
け
皿
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
大
型
団
地
は
、
ɟ
⎗
ɟ

⎗
⍿
ע
؏
⎡
ɶ
ఋ
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ᘑ
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し
て
い
ま
す
。
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ࠉ
し
か
し
、
こ
れ
ら
高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
団
地
の
多
く
は

老
朽
化
し
、
居
住
者
の
高
齢
化
も
顕
著
で
す
。
街
の
活
性
に
は
、

若
い
人
た
ち
の
定
住
が
不
可
欠
で
す
が
、
老
朽
化
に
伴
う
利
便
性

の
悪
さ
が
大
き
な
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
全
国
で
も
、

多
く
の
団
地
で
⏠
␐
␇
҄
⍿
բ
᫆

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
Ў
ᜯ
ׇ

ע
⎢
˰
ൟ
ᐯ
⎼
⎡

⎚
ϐ
ဃ
を
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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ࠉ
団
地
に
限
ら
ず
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
が
い
か
に
難
し
い
か
、

阪
神
大
震
災
の
際
に
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
区
分

所
有
法
で
は
、
建
替
え
に
は
全
員
合
意
が
必
要
な
た
め
、
合
意
形

成
に
多
大
な
時
間
が
必
要
で
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
合
体
で
あ

る
分
譲
団
地
に
至
っ
て
は
更

に
事
態
が
深
刻
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
分
譲
団
地
で
一
団
地

認
定
と
い
う
手
法
を
使
っ
て

設
計
の
自
由
度
を
高
め
て
い

ま
す
が
、
建
替
え
の
際
に
は

返
っ
て
足
枷
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
大
阪
千
里
団
地
の
建

替
え
に
は
多
大
な
労
力
が
掛

か
り
、
当
時
の
自
治
会
長
の

苦
労
話
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
た
ほ
ど
で
す
。
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ࠉ
そ
の
後
、
国
も
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え
円
滑
化
法
や
区
分
所
有

法
改
正
な
ど
の
手
当
て
を
講
じ
ま
し
た
。
円
滑
化
法
に
は
、
補

助
制
度
も
あ
る
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

実
は
、
一
部
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
ᙀ
я
ᙲ
ዠ
⍿

ૢ
ͳ
⎈
ủ
⎙
⍷
⎝
⍷
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
ᝠ

ႎ
⎞
ࠊ
ထ


⍿

ਃ
Ј
ஹ
⎝
⍷
こ
と
に
あ
り
ま
す
（
制
度
は
、
自
治
体
に

も
応
分
負
担
を
求
め
て
い
ま
す
。）。
実
は
、
７
０
０
戸
を
抱
え

る
あ
る
旧
公
団
分
譲

団
地
が
、
建
替
え
決

議
を
得
る
た
め
、
調

査
設
計
計
画
費
に
対

す
る
補
助
金
を
試
算

し
た
ら
当
該
市
の
負

担
が
最
大
２
億
円
を

超
え
る
と
い
う
事
が

有
り
ま
し
た
（
当
然
、

市
は
負
担
で
き
ま
せ

ん
。）。
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ࠉ
分
譲
団
地
建
て
直
し
の
最
も
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
最
初
の
入

り
口
「
建
替
え
決
議
」
に
多
額
な
費
用
が
掛
か
る
と
い
う
事
で

す
。
決
議
の
た
め
、
大
規
模
補
修
、
建
替
え
な
ど
複
数
ケ
ー
ス

の
試
算
を
住
民
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
を
ク

リ
ア
す
る
と
岩
は
転
が
り
始
め
る
と
い
う
専
門
家
は
多
数
い
ま

す
。
団
地
の
老
朽
化
が
街
の
ス
ラ
ム
化
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ

ば
、そ
の
住
民
の
自
助
努
力
に
一
定
の
支
援
を
す
る
こ
と
に
は
、

大
き
な
意
義
が
あ
る
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ׇ
=ע
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ɟ
⎗
⎡
ᘑ
と
考
え
れ
ば
、
ׇ
ע
⎡
ϐ
ဃ
⎢
ദ
⎞
ϐ

ႆ
ʙ
ಅ
で

あ
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
た
手
当
が
必
要

で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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047-409-2371
047-475-5696

᧙ఌ↡↼↵ⅼࢸੲ˟ʙѦ
〒275-0026
千葉県習志野市谷津 5-4-9
※4月いっぱい、
　　　　こちらに転居しています。
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PROFILE

新習志野

京成津田沼京成津田沼谷津

ＪＲ津田沼ＪＲ津田沼

新津田沼 実籾大久保

関根洋幸 （せきね　ひろゆき）
1986 年 7月 13 日生まれ（現在 28 歳）
谷津保健病院にて出生
 習志野市立谷津幼稚園卒園
 習志野市立谷津幼稚園卒業
 習志野市立第一中学校卒業
 習志野市立習志野高等学校卒業
 亜細亜大学法学部法律学科卒業
 在学中、卒業後にWestern 
Washington University に留学
 帰国後、参議院議員、千葉県議会議
員事務所を経て
衆議院小林鷹之公設秘書として勤務

家族：母、兄（母はきらっとサンバ
振り付けの桜丘けいこ）
 趣味：ダンス、スポーツ全般
 好きな言葉：為せば成る

info@sekine-hiroyuki.jp
http://www.sekine-hiroyuki.jp
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の後、移動ましたが、大戦終了まで当地に鉄道第二連隊が有り、
軍郷として発展しました。千葉工大はその兵舎跡、新津田沼駅周
辺は材料廠、ハミングロードは演習線の跡地です。千葉工大正門
となっている旧隊門は、国の登録有形文化財登録を受け、当時の
名残をとどめます。また、戦後、京成電鉄が演習線の一部の払い
下げを受け、新京成線となって現在に至ります。

⅙‒፼࣓↗ᤧᢊ↝ഭӪ
ＪＲ総武線・津田沼駅は、明治 28年に前年開通した総武鉄道
の駅として開業されました。今年でちょうど開業 120 年になり
ます。関東で一番遅い鉄道敷設県でした。当時、本県が、利根
運河を利用した海運業が盛んであったという背景があるようで
す。その後、明治 40年、鉄道国有化法によって省鉄に編入さ
れると同時に、陸軍鉄道連隊が転営してきました。司令部はそ

事務所内における事務、ポスター貼り、
各種広報物の配布などお手伝いいただけ
るボランティアを募集しています。どん
な事からでも構いません。政治に興味が
あって、関根ひろゆきの政治活動を手
伝ってみようと思われる方は是非ご一報
ください。習志野の街づくりに一緒に参
加しませんか？

習志野の街づくりをみんなで


